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色鍋島・今右衛門の伝統

十四代 今泉今右衛門
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•有田のはじまりと歴史

•歴代の今右衛門と伝統工芸

•十四代今右衛門の制作
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泉山磁石場
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染付草花更紗文鉢

古伊万里様式 （17世紀前期）
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色絵草花文髭皿

古伊万里様式 （１８世紀前期）
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色絵秋草文花瓶

古伊万里様式 （１７世紀中期）
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色絵荒磯文鉢

古伊万里様式 （18世紀前期）
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色絵宝尽くし文皿

鍋島様式 （１７世紀後期）
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染付藩窯図皿

鍋島様式 （１９世紀中期）
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色絵糸巻文皿

鍋島様式 （１７世紀後期）
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染付月兎文皿

鍋島様式 （１７世紀後期）



十代今右衛門作
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十一代今右衛門作
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十一代今右衛門作



17十三代今右衛門作
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日本の伝統工芸の流れ

・江戸期は全国の各藩が各地の工芸が奨励される。

・明治になり、藩の保護を失うとともに西洋化の波が押し寄せ、伝統工芸

は衰退の一途を辿る。

・明治中期、岡倉天心らが工芸の衰退を憂い、東京美術学校(東京芸大)を設

立する。

・昭和24年の法隆寺金堂壁画の焼失を機に、文化財保護の機運が高まり、

文化財保護法が制定され、有形文化財とともに、工芸技術や芸能などの重

要無形文化財の指定が行われる。

・昭和29年文化財保護法の改正を経て、第一回日本伝統工芸展が開催され、

その後日本工芸会が設立される。
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日本伝統工芸展・趣旨

我が国には、世界に卓絶する工芸の伝統があります。
伝統は、生きて流れているもので、永遠にかわら

ない本質をもちながら、一瞬もとどまるこのないの
が本来の姿であります。
伝統工芸は、単に古いものを模倣し、従来の技法

を墨守することではありません。伝統こそ工芸の基
礎になるもので、これをしっかりと把握し、父祖か
ら受けついだ優れた技術を一層錬磨するとともに、
今日の生活に即した新しいものを築き上げることが、
我々に課せられた責務であると信じます。
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自然との関わり方 ´84

今泉雅登 作 （大学４年）
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色絵薄墨墨はじき水流文鉢

十四代 今泉今右衛門
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大阪市立東洋陶磁美術館蔵
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